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天吊形 

説明書は、ド

レン配管工事

据付工事は、こ

ここに示した注

な結果に結び

た事項でも、状

いますので、必

ここで使われる

この据付説明

いになる方に据

据付けは、お買

自分で据付工

据付工事は、こ

付けに不備が

元電源を切っ

感電、故障や

設置場所環境

ドレンパン溶損

レン配管は下

絶対に設けな

以上の注意点

冷媒配管･ドレ

して、露たれ等

レンポンプを

一年以上清掃

レンアップ高

年使用してい

置するとエア

 

ドレンア

ドレンアップ

事の注意事項

この「安全上

注意事項は､ 

びつく可能性が

状況によって

必ず守ってくだ

る“図記号”の

書はお客様で

据付説明書等

買い上げの販

工事をされ不

この据付説明

があると破裂

った後に電気

や動作不良の

境に揮発性可

損原因となり

下り勾配（1/1

い。 

点を守らないと

レン配管の断

等を発生し、天

を使用の場合

掃を行わない

高さは、ユニッ

いくと性能は低

アコンの運転が

アップセッ

プセットの据

項他、室内ユ

のご注意」を

△警告､△ 

が大きいものを

は重大な結果

ださい。 

の意味は右の

で保管いただ

等をお渡しい

販売店又は専

不備があると、

明書に従って

裂･ケガの原因

気工事を行う

原因になる

塑剤(DOP)等

ますので注意

100 以上）とし

と排水不良とな

熱は結露しな

天井・床その他

合は定期的に

と故障して排

ット上面から最

低下していき

ができなくなる

ット据付説

付方法を記載

ニット据付工

をよくお読みの

注意､に区分

を特に△ 警

果に結び付く

のとおりです。

だくように依頼

ただくよう依頼

専門業者に依

水漏れや感

て確実に行う。

因となり、また

。  

ことがありま

等の発生の恐

意してください

し、途中山越

なり、天井・床

ないように確実

他、大切なも

内部洗浄を実

排水できなくな

最大 500mm を

ます。制限を

ることがありま

警

注

安 全 上

説明書

載してありま

工事説明書を

のうえ確実に行

分しています

警告の欄にま

く可能性があ

○ 絶対に

頼してください

頼してください

依頼する。 

感電、火災、ユ

。 

た水漏れや感

ます。 

恐れがある場

い。 

越えやトラップを

床その他、大

実に行う。 不

ものを濡らす原

実施する。 

なる場合があ

を超えないこ

を超えて 

ます。 

 

 

 

警 告

注 意 

上 の ご

－ １ －

      

ます。 

を厳守して工

行ってください

すが、誤った据

まとめて記載し

ります。いず

行わない ○

い。また、お使

い。 

ユニット落下に

電･火災等の

場所には設置

を作らない。

大切なものを濡

不完全な断熱

原因になるこ

ります。 

こと。 

ご 注 意

ＭＲ１７９５９

工事を行って

い。 

据付けをした時

しています。し

れも安全に関

○ ○ 必ず

使いになる方が

によるケガの原

の原因になりま

しない。 

また、ドレン

濡らす原因に

熱施工を行う

とがあります

意 

９   

てください。

時に、死亡や

しかし、△ 注

関する重要な

指示に従い

が代わる場合

原因になりま

ます。    

ン配管にエア

になることがあ

と配管等表面

す。 

B 

 

や重傷等の重

注意の欄に記

な内容を記載

行う 

合は、新しくお

ます。     

 

ア抜きは、

あります。 

面が結露

 

重大

記載し

して

お使

 

        

 

 



●ド

を

●適

●次

 付属

‘①ド

 取付

1） 

2） 

3） 

4） 

5） 

6） 

7） 

8） 

9） 

10） 

11） 

12） 

13） 

14） 

15） 

16） 

17） 

18） 

レンポンプ装

をご利用願いま

適用機種 

適用

FDEVXP40 ～
FDEP36～P

FDEVXP71 ～
FDEP71～P1

次の部品があ

属品  

レンポンプ 

 
 

 

 

1 個 

付手順  

上面（外側）か

エアコン本体

上抜き用冷媒

冷媒配管気密

ドレンポンプの

②ドレンホース

ドレンポンプ組

ドレンポンプ組

エアコン本体

エアコン本体

エアコン本体

ドレンポンプ・

ドレンポンプ配

CNR（白コネク

配線は付属の

ドレンポンプの

ドレン配管水

配管断熱を行

ドレン配管水

配管貫通穴の

 据付けの

装着時は、冷媒

ます。 

用機種

～ P63  4形
P56  4LXB形

～ P160 4形
160  4LXB形

あることを確認

‘②ドレンホー

ﾎｰｽ A 

 

 

1 個 

から上抜き配管

体を吊り込みま

媒配管を接続

密・ガス漏れ確

の上面へ⑧ブ

ス A の硬質側

組立吐出側ソ

組立流入側ソ

体にドレンポンプ

体側ドレンパン

体コントロールボ

・フロートスイッ

配線をエアコン

クタ）へ接続し

の⑥バンド（小

の排水確認を

水漏れ確認後、

行います。⇒（

水漏れ確認後、

のすき間を埋

のまえに 

媒配管は上抜

ドレン

形
形

形
形

認してください

ース 

ﾎｰｽ B 

 

1 個 

管穴カバーを

ます。⇒本体据

します。（ガス

確認後、配管断

ブラケットを取付

側ソケットに③

ソケットに②ドレ

ソケットに、②ド

プ組立を取付

に②ドレンホー

ボックス内、基

ッチ配線を本

ン本体コントロ

します。⇒（11）

小）で結束して

をします。⇒（1

、②ドレンホー

（14） 

、②ドレンホー

めて､小動物の

抜きのみとな

アップセッ

HA07257

。 

‘③ 
異径ソケット

 

 

 

1 個

‘④クランプ

 

個 11 

を取外します。

据付工事説明

ス配管・液配管

断熱を行いま

付けます。⇒

③異径ソケット

レンホース A

ドレンホース B

付けます。⇒（7

ース B を接続

基板上 CNI か

体コントロール

ロールボックス

） 

まとめてくださ

3） 

ース A 及び立

ースＢの配管断

の侵入を防止

－ ２ －

1 個

なります。下表

ト品番

HA

HA

ト 
‘⑤パイプ

長さ 

25mm 1

150mm 1

350mm 1

プ 

⇒（1） 

明書参照 

管）⇒上抜き配

ます。⇒本体据

（2） 

トを接着します

を④クランプ

B を接続しま

7） 

続します。⇒（8

から短絡線を外

ルボックス内、

ス内、基板上の

さい⇒（12） 

て管以降の

断熱を行いま

止してください

 

個 

表を参照し機種

A04950 φ

A04951 φ

上抜き配管

プカバ- ‘⑥バ

本 

本 

本 

小

大

‘⑦ね

配管セット取付

据付工事説明

す。⇒（3） 

で固定します

す。⇒（6） 

8） 

外します。⇒（9

、基板上の C

の 

す。⇒（15）

。 

種に適合する

φ6.35/φ12

φ9.52/φ15

管セット品番

バンド ‘⑧取付

9 本 

6 本 
ﾌﾞﾗｹｯﾄ

FDEVX

FDEP3

ねじ ｲﾝ

3 個

付説明書参照 

書参照 

す。⇒（4） 

9） 

NI（青コネクタ

る上抜き配管

2.7　フレア

5.88 フレア

番　仕 様

付ブラケットセッ

ﾄ（小） 

XP40～P804 

36～P904LXB 

 

ﾝｼｭﾚｰｼｮﾝ 

1 個 

タ）へ接続しま

1 個 

管セット（別売品

ア

ア
 

ット 

ﾌﾞﾗｹｯﾄ（大） 

FDEVXP112～P

FDEP112～P16

 

ねじ

2 個

ます。⇒（10）

 

品）

P1604 

604LXB 

個 

1 個 



●配
 

FDEVX
FDEP3
FDEVX
FDEP1

(1)上

上

を

(3)②

接

(4)ド

②

で

注意

配管接続作業

適用機種

XP40～P80    
36～P90   4LX
XP112～P160  
12～P160 4LX

上面（外側）か

上抜き配管穴

を取外します。

 

 

 

 

 

②ドレンホース

接着（塩ビ管用

ドレンポンプ組

②ドレンホース

で固定します

＜接着剤使用

接着剤によ

水漏れする

意：クランプは

10mm 程度の

ねじの締めが

るまで締め込

ドレンアッ

 ドレンア

カ

業スペースをユ

Ａ

4形
XB形

44

4形
XB形

4

冷媒配管

から 

カバー 

。 

ス A の硬質側

用）します。 

組立吐出側ソ

ス A の軟質側

す。 

用は不可＞ 

よってドレンパ

る原因になり

はホース先端部

のところに取

が 5mm 以下

込んでください

ップセット装

アップセット

カバー 

ねじ 

ユニット右側に

Ｂ Ｃ

89 144

49 99
 

管・ドレンポ

側に③異径ソ

ソケットの段差

側を装着し④

パンソケットが

ります。 

部より 

取付け 

下とな 

い。 

装着時の

ト装着  ド

(□600)

に設けてくださ

ポンプ配管部

ソケットを 

差部まで 

④クランプ 

が軟化し、 

配置 

ドレン配管

(2)

⑧

ま

 ⑧

ユ

い

ン

 

さい。 

部の点検用に

管工事

－ ３ －

ドレンポンプ

⑧ブラケットを

ます。 

⑧ブラケットは

ユニットに合わ

い分け、イン

ンを貼付けま

に点検口の設

の上面へ 

を取付け 

は、取付ける

わせ大小使

シュレーショ

ます。 

設置を行って

吹

てください。

出 

 

 

 



（5）③

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)ド

天

 注意

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意

③異径ソケッ

接着・接続し

ドレンポンプ組

天板側１箇所

意 ：配線の噛

意 ：②ドレン

曲げたり

特にドレ

すのでド

ットに VP20（現

してください。

組立をエアコン

所、側板側２箇

噛み込みの無

ンホース A は

り、引っぱって

レン工事後に

ドレンホースを

異径

クラン

現地手配）を 

 

ン本体に組み

箇所を⑦ねじ

無いように注

は、ユニットある

て使用された

に室内ユニット

を垂直になる

径ソケット 

ンプ 

み込みます。

で止めます。

意してください

るいは、ドレン

た場合、破損し

ト位置を調整

るようにドレン

⑦ 

      

 

い。 

ン配管の据付

し、水漏れに

した場合はド

ン配管を調整し

⑥

(6)ド

 

－ ４ －

付時の微少な

至る場合があ

ドレンホースに

してください。

(8)エアコン本

ホース B

⑥バンド（大）

ドレンポンプ組

B を挿入して

なずれを吸収す

あります。 

に無理な力が

 

本体側ドレンパ

を挿入し⑥バ

 ②ドレンホ

組立流入側ソ

て⑥バンド（大

するためのも

がかかっている

パンソケットへ

バンド（大）で

ホース B  ⑥

ソケットに、②

大）で固定しま

ものです。故意

る場合があり

へ②ドレン 

で固定します。

⑥バンド（大）

②ドレンホース

ます。（Ｂ部）

意に

りま

。 

 

ス 



注意

 注意

 

 

 

(9)エ

基

（

(10)

(11)

（12）

 

 

意 ：ドレン配

管を固定

ドレン配

につから

意 ：複数台の

また集合

エアコン本体コ

基板上コネクタ

白線）を外しま

        

 

 

ドレンポンプ組

コネクタ CNI

ドレンモータ配

）余った配線

（注）余った

配線の接

管を接続する

定してください。

管は下り勾配

らないようにし

のドレン配管

合管はＶＰ３０

コントロールボ

タ CNI から短

ます。 

        

組立から出て

へ接続します

配線（白コネ

は付属の⑥バ

た配線がモ－

接続 

る場合にユニ

。 

配（1/100 以上

してください。

管の場合は図

０以上を使用

ボックス内、 

短絡線 

   出荷状

ている配線（青

す。 

クタ）を基板上

バンド（小）で

－タに巻き込ま

ニット側の配管

上）とし途中山

エア抜きは絶

のように、本

してください。

状態       

青コネクタ・赤

上の CNR へ

で結束してまと

まれないように

管に力を加え

山越えやトラ

絶対に設けな

体ドレン出口

。 

       

赤線）をエアコ

へ接続します。

とめてください

にしてください

短絡線 

－ ５ －

室

えないように注

ップを作らな

ないようにして

口より約 100m

 ドレンアップ

コン本体コント

 

い。 

い。 

内ユニット コ

注意して行い、

いでください

てください。 

mm 下に集合

プ接続   

トロールボック

コントロールボ

、できる限りユ

。 また、ドレ

合管がくるよう

クス内、基板上

フロー

DC ド

ボックス 

ユニット近傍で

レン配管先端

にしてください

上 

ートスイッチ 

ドレンポンプ 

で配 

端が水

 

い。 

 

 



(13)

接

し

●冷

確

排

●ド

Ｓ

 （確

※電

 (HA

 注意

●冷

す

●ド

●暖

●新

   

 

 

 

 

 

(14) 

⑤

(15)

ドレン配管工

接続部及び、ユ

してください。 

冷房運転中に

確認時の注水

排水出口部で

レンポンプ試

Ｗ7-1 を“ON

確認後はスイ

電源がない場

A06722)を使

意 ：ドレンポ

どうかを

冷房運転停止

すぐに電源（ブ

レンポンプ停

暖房期の据付

新築の場合に

 

 排水テ

ドレン配管水

⑤パイプカバ

) ドレン配管水

⑤パイプカバ

工事の完了後

ユニットのドレ

にエアコン本体

水量を参考に水

でご確認くださ

試運転は、リモ

N”に切替える

イッチの戻し忘

合は（別売品

使用して確認す

ポンプの回転音

をテストしてくだ

止後、残留ドレ

ブレーカ）を切

停止後、立て管

付けの際にも必

には天井を張る

スト 

⑥バンド（大

水漏れ確認後

バーを巻き⑥バ

水漏れ確認後

バーを巻き⑥

後に、排水が確

レンパン部か

体吹出口より

水を徐々に注

さい。 

モコンまたは室

ると強制運転

忘れにご注意

品）ドレンポン

することが可能

音を確認しな

ださい。 

レン水が排水

切らないでくだ

管以上のもど

必ず実施して

る前に実施し

⑤パイプカ

大） ②ドレン

後、②ドレンホ

バンド（大）２本

後、②ドレンホ

⑥バンド（大）２

確実に行われ

から水漏れのな

ポンプなどを

注水し、ドレン

室内コントロー

転（冷房）ができ

意ください） 

プ試運転用チ

能です。 

ながら排水する

されますので

ださい。電源を

どり水がないこ

てください。 

してください。

バー

ンホース B  

ース A 及び立

本で固定しま

ホース B の配

２本で固定し

れていることと

ないことを確

を使用して、表

ン排水している

ーラ基板の

きます。 

チェッカ 

るか 

で、 

を切る場合は

ことを確認して

 

－ ５ －

FDE
FDE
FDE
FDE

FDE
FDE

⑥バンド（大

立て管以降の

ます。 

配管断熱を行

します。 

－ ６ －

と、 

確認 

表中の 

るか 

必ず 5 分以上

てください。

機  種
EVXP40～P5
EP36～P56  
EVXP63～P8
EP71～P90  

EVXP112～P
EP112～P16

大）  

の配管断熱を

行います。 

上待ってくださ

種
6　 4形
4LXB形

0　 4形
4LXB形

160　 4形
0　4LXB形

を行います。 

さい。 

溜まる水量

1,600cc

2,000cc

2,500cc

量確認時の

2,500

3,000

4,000

 

注水量

0cc

0cc

0cc
 


